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1 はじめに

(1) 目 的

本業務は、羽幌小学校校舎の配置検討として、施設の有効利⽤と維持管理を考慮した施設構想を⾏うことを
目的とする。

(2) 改築の基本的な考え⽅と⽅針

羽幌小学校校舎改築基本構想

〜羽幌小学校学校経営計画〜
教育目標「強く豊かにたくましく伸びる子供の育成」

・開かれた学校づくり、総合的な学習の時間の内容充実、地域の特色を生かした＝地域素材の再発掘
・校外・校内の危険箇所の再確認と安全な環境づくり、危険を予知し事故防⽌等に努める態度の育成
・美的感動体験や感性を刺激する場⾯の設定、校舎内外の教育環境整備と情操教育の推進
・校外・校内の危険箇所の再確認と安全な環境づくり、危険を予知し事故防⽌等に努める態度の育成
・特別⽀援学級との交流、関係機関・団体との連携
・幼稚園・保育所・中学校との交流、地域の伝統⽂化・社会活動・⾏事への積極的な参加

羽幌小学校校舎の改築は、授業をしながらの建替えとなるため、校地内での児童の安全を十分確保した建替
え計画とすることと、既存施設（屋内運動場と給食センター）との接続動線に配慮した配置とすることが求
められる。
具体的には、以下の検討が必要である。
・既存の校舎側敷地での建替えが可能か、グラウンド側も使わなければならないか
・建替えには仮設校舎建設が必要かどうか、また、建設中の既存校舎の解体、一部解体の有無など
・完成時を想定した校舎配置と児童動線、駐⾞場配置、グラウンド整備など

また、昨今の学校教育を取り巻く社会背景や教育環境に対応した整備を⾏うことが求められる。羽幌小学校
の経営計画における教育目標を理解し、改築の基本⽅針を策定する。

楽しく学べる校舎
・子供たちが健やかに過ごせる明るい空間
・自ら学ぶ意欲を⽀える教育空間
・元気よく挨拶やオリエンテーリングなどができる

昇降⼝広場
・異学年交流や小発表会などができる空間
・⽇常的に利⽤しやすい図書館・パソコン室
・木材をふんだんに使⽤することで温もりが感じら

れる空間
・作品展示などがしやすい施設
・自ら進んで掃除したくなるような清潔なトイレ

安心安全な校舎
・地域の避難施設としての役割

〜2階建て以上とし、屋上の活⽤を考慮した計画
〜浸⽔などによる早期復旧が可能な上階への電気室

配置
・死角の少ない管理しやすい施設
・歩⾞分離した通学動線とバリアフリーな移動動線
・既存施設との接続に配慮したコンパクトな配置
・維持管理の容易な施設形状および材料の選択
・安心安全な建替え計画
・落雪や落氷による危険のない屋根、建物形状と堆雪

スペースの確保
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羽幌小学校校舎改築基本構想2 計画与条件

(1) 敷地概要

(2) 既存施設

小学校敷地は中心部に位置し、半径500ｍ以内には役場、警察署、消防署などの主要施設が建っている。校
舎とグラウンドの間には幅7ｍの町道（歩⾏者専⽤道路）があり、地域住⺠の重要な生活道路として利⽤され
ている。また、海からは約1000ｍ離れ、海抜約9ｍである。

●敷地⾯積 ：建物部分 14,316㎡
：グラウンド部分 19,652㎡

2）施設規模

校舎
●コンクリートブロック造２階建
●延床⾯積 : 4,645㎡
●建設年度：昭和28〜31年

1）学級数 （平成23年4月）

●児童数 ：325人
●普通教室 ：12クラス
●特別⽀援教室： 3クラス

0m 200m 400m

羽幌小学校

羽幌町役場
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羽幌小学校校舎改築基本構想2 計画与条件

屋内運動場
●鉄筋コンクリート造２階建
●延床⾯積 : 1,248㎡
●建設年度：平成元年

(3) 児童数の推移

322313328329334334328合計

575565545845516年生

555755655458455年生

435557556554584年生

534355575565543年生

505343555755652年生

645053435557551年生

H29H28 H27 H26 H25H24H23

0m 200m 400m

羽幌小学校

羽幌町役場

給食センター
●鉄筋コンクリート造２階建
●延床⾯積 : 707㎡
●建設年度：平成5年

プール
●鉄骨造平屋建
●延床⾯積 : 184㎡（諸室）
●建設年度：平成4年
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羽幌小学校校舎改築基本構想

(4) 既存校地の問題点

2 計画与条件

グラウンドの高低差 生徒玄関の階段 給食センター出入⼝

オイルタンク（ＯＴ） ロッカー 天井漏⽔

生徒玄関
一般利⽤はあまりないが兼⽤している
階段（2段）スロープなし
スクールバスと引きがない

スクールバス
待合所

ＷＣ入⼝段差あり

職員室・校⻑室から
生徒玄関が⾒えない

駐⾞スペース

⾞輌

バックネット

高い

低い

町のグラウンド
（野球・サッカーなどで使⽤）

100ｍトラックを配置する場合は工夫が必要

歩
⾏
者
専
⽤
通
路

校門

碑⽂

池・庭

ダムウェーター
⇒建設時・改築後の動線に注意

廊下にロッカー

ゴミ置場

校舎全体〜天井⾯漏⽔跡あり
天井が高い〜3.5ｍくらい

遊具を配置した中庭

エキスパンションジョイント

Ｈ1年屋体改築時電気室設置
（高圧受電）

Ｈ5給食センター改築時に
高圧受電している

高い

低い

高い

低い

高い 低い 高い 低い
職員玄関

地下ＯＴ
（校舎⽤）

地下ＯＴ
（給食センター⽤）

⾞輌
駐⾞
スペース

消防署

グラウンドの土は固く、
土と芝の間には段差が
生じている
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羽幌小学校校舎改築基本構想

(1) 全体計画

安全な通学動線

児童と分離した職員・関係者⾞両動線と十分な駐⾞スペース

コンパクトな施設配置と良好な既存施設との接続

●ポイント
1

2

3

3 敷地利⽤の考え⽅

グラウンドは100ｍトラックを斜めにレイアウトすることで現グラウンドエリアに収まり、また200ｍト
ラックを確保した上で運動会などのイベント開催も可能であるため、グラウンドは現敷地で計画をすること
とし、全体的な再整備を⾏う。

建物の配置計画については以下のポイントにて比較検討を次章で⾏う。

100トラック斜め配置事例

校門

消防⽤地(案）

観客

消防署

4条通り

5条通り

地下OT
（校舎⽤）

地下OT
（給食センター⽤）

碑⽂

観客 観客
3

3

3

2

2

1

バスタッチと生徒玄関
〜5条通りは消防⾞輌の出動の妨げとなる恐れ

南⻄の風なので⻄側にタッチしたほうが除雪も容易

ここの並木道は、街区住⺠にとっても通り抜
けなど重要と考える。校地のシンボルとして、
また夏に有効な⽇陰をつくることからもでき
れば残したい

既存屋体との接続

既存給食センターとの接続

100ｍトラック〜スタート、ゴールの
余裕をとると約130ｍ必要
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羽幌小学校校舎改築基本構想3 敷地利⽤の考え⽅

南⻄向き

南東向き

南向き

Ａ

Ｃ

Ｂ

Ａ

Ｃ

Ｂ

消防署

エントランス位置と職員室

地下OT
（校舎⽤）

地下OT
（給食センター⽤）

4

5

5

採光を考慮した普通教室向きと管理しやすい職員室位置、既存地下ＯＴを避けた校舎配置

将来の屋内運動場建設可能エリア

安全に使⽤できる仮設校舎と建替（ローリング）計画

●ポイント

4
5

6

●普通教室の配置

校舎については以下のポイントにて比較検討を次章で⾏う。

(2) 建物計画
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詳細案へ 詳細案へ 詳細案へ

４ 校舎建替計画-比較表 羽幌小学校校舎改築基本構想

※概算には外構、グラウンド、備品など含まない

① グラウンド 側に集約 ② 分棟配置 ③ 既存中庭を中心に配置 ④ 敷地中央に集約配置 ⑤ 横向き

仮設校舎不要、Ⅱ期で既存解体、屋体とは離れた配
置【「型配置】

仮設校舎不要、Ⅱ期で既存一部階解体、既存校舎の
間に建設【π型配置】

２期で既存一部解体し仮設校舎建設、【Ｔ型配置】
Ⅰ期で既存一部解体し仮設校舎建設、Ⅱ期で仮設は
解体、最もコンパクトな案、【Ｉ型配置】

Ⅰ期で既存一部解体し仮設校舎建設、仮設はⅡ期
も使用、【Ｔ型配】

Ⅰ期

Ⅱ期

完成

通学動線 ○ 良好 ○ 良好 ○ 良好 ◎ 南側も良好 ○ 良好

車両・駐車 △ Ｐは狭い △ Ｐが普通教室に近い ○ 南側Ｐは玄関まで遠いが合計面積は大 ○ 通学動線と分離 屋体入口から遠い △ Ｐは玄関まで遠い

施設配置 △ 将来の屋体改築まではコンパクト感に欠ける △ 動線が長くコンパクト感に欠ける ○ 比較的コンパクトな配置 ◎ 最もコンパクトな配置 ○ 比較的コンパクトな配置

採光など ○ 良好 △ 良好 既存ＯＴと干渉 △ 良好 既存ＯＴと干渉 ◎ 良好 南西側玄関が可能 ○ 良好

将来屋体 ○ 良好 △ 端で使いづらい △ 端で使いづらい ○ 良好 △ 端で使いづらい

仮設校舎 ○ 解体・仮設無しなので安全だが多少採光に難あり △ 仮設無しだが範囲が複雑で安全、音など懸念される △ 工事範囲が複雑で安全、音など懸念される △ 工事範囲が複雑で安全、音など懸念される △ 工事範囲が複雑で安全、音など懸念される

概算 1,167百万円（特殊基礎別・解体別） 1,286百万円（特殊基礎別・解体別） 1,240百万円（特殊基礎別・解体別） 1,205百万円（特殊基礎別・解体別） 1,280百万円（特殊基礎別・解体別）

校舎1,160百万円（290千円/㎡）+仮設7百万円 校舎1,280百万円（320千円/㎡）+仮設6百万円 校舎1,160百万円（290千円/㎡）+仮設80百万円 校舎1,120百万円（280千円/㎡）+仮設85百万円 校舎1,120百万円（280千円/㎡）+仮設160百万円

その他

特徴

校
舎
建
替
計
画

1 2

１ 職員駐車場
２ 一般駐車場

１ 職員駐車場
２ 一般駐車場

１ 職員駐車場
２ 一般駐車場

１ 職員駐車場
２ 一般駐車場

１ 職員駐車場
２ 一般駐車場

1

1

2 1 2

1

1

2

1

2

1

2

3

4

5

6

2 2 2 2 2

OT OT

OT OT

OT

OT

OT

OT

OT

OT
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羽幌小学校校舎改築基本構想5 校舎建替計画（詳細案）

① グラウンド側に集約した案

２F平⾯図

特徴

●仮設校舎不要
●Ⅱ期で既存解体
●屋体とは離れた配置【「 型配置】

１F平⾯図

一般Ｐ

職員Ｐ

一般Ｐ
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羽幌小学校校舎改築基本構想5 校舎建替計画（詳細案）

イメージパース
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羽幌小学校校舎改築基本構想

② 既存中庭を中心に配置した案

特徴

●２期で既存一部解体し仮設校舎建設
●【Ｔ型配置】

5 校舎建替計画（詳細案）

１F平⾯図

一般Ｐ
職員Ｐ

一般Ｐ

２F平⾯図
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羽幌小学校校舎改築基本構想5 校舎建替計画（詳細案）

イメージパース
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羽幌小学校校舎改築基本構想

特徴

●Ⅰ期で既存一部解体し仮設校舎建設
●Ⅱ期で仮設を解体
●最もコンパクトな案【Ｉ型配置】

③ 敷地中央に集約配置した案

5 校舎建替計画（詳細案）

１F平⾯図

職員Ｐ
一般Ｐ

一般Ｐ

２F平⾯図
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羽幌小学校校舎改築基本構想5 校舎建替計画（詳細案）

イメージパース
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羽幌小学校校舎改築基本構想6 特色のある学校構想

羽幌小学校学校経営計画の教育目標「強く豊かにたくましく伸びる子供の育成」に沿って、学校のあるべき
姿の例を以下に示す。

■まちづくり、地域づくりの中心となるような学校にしたい

■地域の象徴としての学校施設

・地域の景観に溶け込み、元気な子どもが生活する場にふさわしい建物
・木材をふんだんに使⽤した、温もりのある校舎

■子どもたちが楽しく学べる校舎

・一⽇の⼤半をすごすため、子どもたちにとって居心地の良いさまざまな空間をもつ施設
・学校にいながら「ユニバーサルデザインの概念」や「環境への配慮」などが⾝につく施設
・地震や津波に対して、また防犯などに対しても安心して過ごせる施設

【多目的スペース】 複数の学級での学習や異学年の交流
【遊べるスペース】 階段やスロープ、壁、柱、床パターンや穴ぐらなどちょっとしたスペースが児童

の遊び空間
【図書室】 学校の中核と位置づけたり、開放したりメディアセンターとしての活⽤など

■教育改革に対応した施設

・新しい学習指導要領では「自ら学び、自ら考える⼒」を育成するとともに、個々に応じた指導の充実が求
められている

・ゆとり学習からの⽅向転換などの変化に対応できる施設
【総合的な学習の時間】 自ら学ぶ意欲を⽀える学習環境
【情報教育への対応】 インターネットなどに対応したＯＡ室の設置、メディアセンターの中での図書室

■緊急避難施設としての役割

・地震や津波などに対し、地域の避難施設としての機能

(1) 例えばこんな学校にしたい

・小学校は、次代を担う多感な子どもたちが集団生活をする場である。
・さまざまな体験のなかで、子どもたちは豊かな人格が形成されていく。
・子どもたちが生き生きと過ごせる環境を整えることは、まちづくり、地域づくりに貢献する。
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羽幌小学校校舎改築基本構想

(2)現状を踏まえた学校の理想像

■明るく暖かい校舎
・子どもたちが健やかに過ごせる明るい空間

■多様な学びができる空間
・⽇常的に利⽤しやすい図書室等の空間
・異学年交流や小発表会などができる空間

■管理しやすい施設
・死角を最小限に抑えたゾーニング
・維持管理しやすい形態と材料
・作品展示などがしやすい施設

■清潔なトイレ
・自ら進んで掃除したくなるような明るく清潔なトイレ

■屋外施設の安全で積極的な利⽤
・グラウンド、プールなど、校舎との連絡がスムーズにできるレイアウト
・登下校時における児童の安全性が確保される校地

■段差解消などユニバーサルデザインに配慮した断⾯計画

■町の中心に位置する開かれた施設
・地域とのコミュニケーションをとることができる開かれた校舎
・一⽅、防犯・防災に対して施設としてできる事項を⾏なうことで生まれる安全・安心な校舎
・自ら学ぶことの出来る施設

■避難施設として
・倉庫（備蓄倉庫）、トイレ、自家発電機設備（照明、暖房など）
・屋上への避難

6 特色のある学校構想
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羽幌小学校校舎改築基本構想

職員室
校⻑室保健室

昇降⼝
特別⽀援

教室

音楽室

理科室

図工室

放送室

児童会室

メディアセンター
（図書室・

コンピュータ室） 家庭科室
グラウンド

プール棟

屋内運動場

教育研究所

会議室

郷土資料室

低学年
普通教室

ホール

多目的
スペース

教育相談室
特別教室
ゾーン

普通教室
ゾーン 管理ゾーン

共用ゾーン

視認

視認

高学年
普通教室

中学年
普通教室

羽小ギャラリー

郷土資料館登校

トイレ

〜災害時対応施設として〜

印（昇降⼝、ホール、トイレ、屋内運動場）
のほか、倉庫（備蓄倉庫）、自家発電機
（照明、暖房など）、屋上への避難など

(4) 活動空間相関図

活動空間の互いの関係を以下に示す。

6 特色のある学校構想
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（3）必要活動空間

羽幌小学校校舎改築基本構想6 特色のある学校構想

ゾーン 室　　名 面　積（校舎） 規模・概要 現有面積
普通教室ゾーン 1 普通教室

クラスルーム ㎡ 12クラス、74㎡/1室 792 ㎡
ワークスペース ㎡ 0 ㎡
教材庫 ㎡ 3箇所、20㎡ 47 ㎡

2 特別支援教室
特別支援学級 ㎡ 5クラス、32㎡　　将来、普通教室が不足した場合は特別支援2クラスの間仕切を開放して普通教室として使用可能 226 ㎡

計 ㎡ 1,065 ㎡
特別教室ゾーン 1 メディアセンター

図書室 ㎡ 162 ㎡
コンピュータ室 ㎡ 内準備室24㎡ 68 ㎡

2 多目的室
視聴覚室 ㎡ 0 ㎡

3 家庭科室 ㎡ 内準備室24㎡ 133 ㎡
4 図工室 ㎡ 内準備室24㎡ 68 ㎡
5 理科室 ㎡ 内準備室24㎡ 102 ㎡
6 生活教室 0 66 ㎡
7 音楽室 ㎡ 内準備室32㎡ 195 ㎡
8 放送室 ㎡ 32 ㎡
9 教育相談室 ㎡ 15 ㎡
10 特別活動室 ㎡ 高学年活動室 66 ㎡
11 児童会室 ㎡ 66 ㎡

計 ㎡ 973 ㎡
共用ゾーン 1 郷土資料室 ㎡ 隣接する郷土資料館と連携 0 ㎡

2 会議室 ㎡ 25 ㎡
3 会議室（教育研究所） ㎡ 66 ㎡
4 金管楽器室 ㎡ 68 ㎡
5 昇降口 ㎡ - ㎡
6 ホール ㎡ - ㎡
7 多目的スペース ㎡ ランチスペース、発表、コミュニケーションなど 66 ㎡
8 羽小ギャラリー ㎡ 作品の展示 0 ㎡
9 トイレ ㎡ 男女、多目的、洗濯室、職員ＷＣ 164 ㎡
10 廊下・階段など ㎡ エレベータ含む 1,810 ㎡

計 ㎡ 2,040 ㎡
管理ゾーン　　　 1 校長室 ㎡ 53 ㎡

2 職員室 ㎡ 給湯室含む 166 ㎡
3 印刷室 ㎡ 11 ㎡
4 保健室 ㎡ 66 ㎡
5 校務補室 ㎡ 21 ㎡
6 警備員室 ㎡ 30 ㎡
7 職員更衣室 ㎡ 女性 17 ㎡
8 休憩室 ㎡ 17 ㎡
9 物品庫 ㎡ 2箇所 27 ㎡
10 倉庫 ㎡ 備蓄倉庫

計 ㎡ 408 ㎡
サービスゾーン 1 機械・電気室 ㎡ 電機室2階 - ㎡

計 2 自家発電機室 ㎡ 2階 - ㎡
合計 ㎡ 4,486 ㎡

888
0
60

160
1,108

160
96

0
96
128
96

160
64

64
64

32
0

896
32

64

300
50
150

100
120

64
20

500

800
1,680
50
160

32

4,304

0

20
30

64
30

80
40

30
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羽幌小学校校舎改築基本構想

(5) 各室イメージ

児童の自主的な学習や交流を促すような空間とする。

6 特色のある学校構想
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羽幌小学校校舎改築基本構想

(6) 木材の利⽤例

内装材には積極的に木材を使⽤することで、温もりが感じられ、心が豊かに育つ環境を目指す。

6 特色のある学校構想
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羽幌小学校校舎改築基本構想7 特色のある学校構想-事例編

（1）学校を構成する要素の例

教室のまとまりについてアプローチについて

普通教室基本モジュールについて 特別教室基本モジュールについて
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羽幌小学校校舎改築基本構想

(2) 学習活動と学習スペース【オープンスペースとグループ学習】

7 特色のある学校構想-事例編
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羽幌小学校校舎改築基本構想

(3) 学習活動と学習スペース【チーム・ティーチング】

7 特色のある学校構想-事例編
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羽幌小学校校舎改築基本構想

(4) 学習活動と学習スペース【個別学習】

7 特色のある学校構想-事例編
 

24



羽幌小学校校舎改築基本構想

(5) 子どものための空間として

7 特色のある学校構想-事例編
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羽幌小学校校舎改築基本構想

(6) 地域社会と学校

7 特色のある学校構想-事例編
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羽幌小学校校舎改築基本構想

(7) 空間イメージ、その他

7 特色のある学校構想-事例編

トイレについて
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羽幌小学校校舎改築基本構想8 事業計画

事業スケジュールを以下に示す。
工事については、仮設および既存一部解体のある【 ④敷地中央に集約配置案】をモデルとする。

事業スケジュール
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羽幌小学校校舎改築基本構想9 国の補助事業調査

(1) 改築に係る交付⾦対象事業

1）趣旨

構造上危険な状態にある義務教育諸学校の建物について、その改築に要する経費の一部を国庫補助し、
教育条件の改善を図る。

2）交付⾦の算定割合
算定割合の特例原則

5.5/10
特別豪雪地帯

1/3小学校

区分

3）補助資格⾯積の算定⽅法
改築事業において、国庫補助を受ける資格のある⾯積を要改築⾯積といい、算定⽅法は以下の通り。

(2) 資格⾯積

1） 資格⾯積の算定

①必要⾯積

5,338㎡
⇒ （3,881㎡+187（Ｎ-12）+（168×ｎ））×多目的教室補正1.108+積雪寒冷補正（32×（Ｎ+ｎ））

Ｎ：普通教室数 12
ｎ：特別⽀援教室数 3
一級積雪寒冷地

②保有⾯積

4,767 ㎡

③資格⾯積

4,767㎡（必要⾯積または保有⾯積のいずれか少ない⽅）

2）各諸室の補助対象⾯積

① 補助対象普通教室⾯積 ： 1,110 ㎡まで 学級数（特別⽀援学級含む）×74 
② 補助対象特別教室⾯積 ： 10教室、1,183㎡まで

北海道の改築単価（Ｈ23年度）
建築単価153,400円/㎡+加算単価11,500円/㎡＝164,900円/㎡

(3) 補助単価
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羽幌小学校校舎改築基本構想

(1) エコスクールのパイロットモデル事業について

学校施設における風⼒発電の補助事業としてはエコスクールのパイロットモデル事業がある

●趣旨
環境教育の教材として活⽤でき、地域の環境・エネルギーの教育の発信拠点となる学校施設の整備推進を
目的として、パイロットモデル事業を実施する。（一部抜粋）

●事業形態
本事業は、⽂部科学省、農林⽔産省、経済産業省及び環境省が関係事業について協⼒し実施する。

●事業年度
各事業タイプとも原則として平成19年度から5年間とする。年限以降については、本事業の実施要項の廃
⽌も含めて⾒直し を⾏う。ただし、建物等の整備に関する補助は原則として基本計画を策定した年度か
ら3年以内とする。

1）エコスクールパイロット・モデル事業 概要

9 国の補助事業調査
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羽幌小学校校舎改築基本構想

2) 小型風⼒発電設備システム例

学校では環境教育のための教材やモニュメントとして小型の風⼒発電システムが一般的に採⽤されており、
概要は以下の通り。

9 国の補助事業調査
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羽幌小学校校舎改築基本構想

3） 小学校における小型風⼒発電の設置事例（京都府京都市）

4） 小型風⼒発電設備（設備容量2kw)を設置した場合のCO2削減及び光熱費の節減効果

9 国の補助事業調査
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